
獣医師業務紹介

沖縄県



獣医師職の業務概要
家畜保健衛生所・家畜衛生試験場

畜産研究センタ－・畜産改良センター

＜家保（4ヵ所）＞
・沖縄本島（南部・北部）
・宮古島
・石垣島
＜家畜衛生試験場(1ヵ所)＞
・本島中部

＜業務＞
・家畜（牛、豚、鶏、山羊など）の疾病検査
・口蹄疫などの特定家畜伝染病への対応
・牛異常産ワクチン、豚熱等の接種
・農水省動物検疫所など他機関との連携など

沖縄県は肉用牛は全国９位、豚は全国１４位という畜産の盛んな県で
す。特に沖縄で育った肉用牛の子牛は全国に出荷されています。

＜畜産研究センター 業務＞
・種雄牛の造成
・県種雄牛の凍結精液の配付
・未利用資源の飼料への活用
・豚、山羊の研究

＜家畜改良センター 業務＞
・優良種豚の生産、配付
・種豚の改良、飼養管理
・アグー豚の維持・増殖 優良種豚

オキナワアイランド

沖縄県で造成された種
雄牛。凍結精液の作成も
行っています。

動物検疫所と一緒にお仕事

豚や牛の検査

病気の発生に備えた演習



ある日の八重山家畜保健衛生所の一日

家畜保健衛生所では、安全安心な畜産のために、獣医師が日々お仕事をしています！

8:30  お仕事開始！

8:00  出勤

9:00  船で西表島の農場に検査へ

14:00  家保に戻り検査

12:00～13:00  お昼休憩

16:00 防疫演習の打ち合わせ

17:15 帰宅

離島へは船や飛行機で
検査に行きます

防疫演習では、鳥インフ
ルエンザや豚熱などの
病気の発生に備え、実地
訓練を行います。

水牛車で検査に行
くことも！？

牛がいっぱい！
農場の裏はジャングル

県外出身者も多数在籍しています！

ELISA検査

（うるま市）



沖縄県職員 獣医師インターンシップについて

県職員の仕事ってどんな感じなんだろう？
沖縄県獣医師職員のインターンシップは中央畜産会やＶＰcamp経由
での申込みが可能です。
家保の業務を体験しつつ、沖縄の魅力をぜひ体験して下さい！
また、個別での研修については、沖縄県畜産課獣医学生インター

ンシップ担当までご相談下さい。（状況によりお受けできない場合も
ございます）

令和5年度沖縄県獣医師選考採用試験募集について

１ 採用予定者数 ： 10名

２ 受験資格 ：
昭和53年4月2日以降に生まれた者で、獣医師免許を有するもの

又は令和6年6月末までに獣医師免許を取得する見込みのあるもの

３ 試験の日時 ： ①令和５年 ７月22日（土） 受付終了
②令和５年 11月中旬頃 受付終了
③令和６年 １月中旬頃 受付中

４ 試験の方法 ： Ｗｅｂ面接

５ 給与等 ：令和５年度初任給は、新卒213,600円、それ以外の場合
は経験年数等を加味した額を支給。 また、初任給手当
（採用10年目まで月30,000円、11年目は月25,000円、以後
毎年5,000円ずつ減額）※が支給され、 勤務公署及び
職務内容によって、給与の調整額あります。
このほか扶養手当、通勤手当、住居手当、期末手当及び

勤勉手当、特殊勤務手当等の支給があり、 採用後の赴任
旅費や休暇等の子育て支援制度も充実してます。
※令和６年度から55,000円に増額予定

★詳細は、沖縄県のホームページをご確認ください。


